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新
型
コ
ロ
ナ
関
連
の
経
営
破
綻
の
現
状

2
0
2
1
年
1
月
18
日
17
時
時
点
で
、
昨

年
2
月
か
ら
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
」
関
連
の
経

営
破
綻
の
累
計
は
全
国
で
8
8
4
件
（
倒
産

8
1
2
件
、
弁
護
士
一
任
・
準
備
中
72
件
）

と
な
り
ま
し
た
。

月
別
で
は
、1
0
3
件
発
生
し
た
20
年
6

月
以
来
、
7
月
は
80
件
、
8
月
は
67
件
と
前

月
を
下
回
り
ま
し
た
が
、
9
月
は
1
0
0

件
で
3
カ
月
ぶ
り
に
前
月
を
上
回
り
、
以
降

11
月
ま
で
3
カ
月
連
続
で
1
0
0
件
を
上
回

り
ま
し
た
。
12
月
は
三
桁
を
下
回
り
ま
し
た

が
、
96
件
と
依
然
と
し
て
高
止
ま
り
で
推
移
。

21
年
1
月
も
18
日
時
点
で
41
件
が
判
明
し
、

1
0
0
件
ペ
ー
ス
が
続
い
て
い
ま
す
。

2
0
2
0
年
休
廃
業
・
解
散
の
動
向

昨
年
に
全
国
で
休
業
や
廃
業
、
解
散
を
行

っ
た
企
業
（
個
人
事
業
主
を
含
む
）
は 

5 

万 

6
1
0
3 

件
（
前
年
比
5
・
3
％
減
）、

休
廃
業
・
解
散
率
は
3
・
83
％
に
と
ど
ま
り
、

16 

年
以
降
で
最
も
低
く
な
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
、
緊

急
事
態
宣
言
の
発
出
で
当
初
は
廃
業
な
ど
の

淘
汰
が
加
速
度
的
に
進
む
と
考
え
ら
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
持
続
化
給
付
金
事
業
な
ど
政

府
に
よ
る
経
済
対
策
、
特
例
融
資
や
弁
済
リ

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
柔
軟
な
運
用
な
ど
、
金
融

機
関
に
よ
る
手
厚
い
支
援
が
中
小
企
業
の
経

営
を
強
力
に
下
支
え
し
た
こ
と
で
、
事
業
を

自
主
的
に
畳
む
企
業
の
休
廃
業
・
解
散
は
、

例
年
に
比
べ
て
そ
の
発
生
が
大
き
く
抑
制
さ

れ
た
よ
う
で
す
。

た
だ
、
休
廃
業
・
解
散
し
た
企
業
の
業
績

を
み
る
と 

20 

年
は
全
体
の 

57
・
1
％
で
当

期
純
利
益
が
黒
字
で
し
た
。
前
年
を
1
・
7

ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
た
他
、
こ
れ
ま
で
最
も
高

か
っ
た 

18 

年
（
56
・
0
％
）
を
も
上
回
っ

て
推
移
し
て
お
り
、
黒
字
で
の
休
廃
業
・
解

散
の
割
合
が
過
去
最
高
を
更
新
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
先
行
き
が
見
え
な
い

な
か
、
赤
字
な
ど
で
経
営
体
力
に
乏
し
い
企

業
で
は
な
く
、
財
務
内
容
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
に

余
裕
の
あ
る
企
業
か
ら
自
主
的
な
廃
業
や
解

散
を
選
択
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
M
＆
A
市
場
へ
の
影
響

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
M
＆
A
市
場
に
対

し
て
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、M
＆

A
交
渉
の
長
期
化
や
見
直
し
が
続
い
て
い
ま

す
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
状
況
で
も
、
買
い

手
企
業
の
約
7
割
が
M
＆
A
に
前
向
き
な
姿

勢
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
、
専
門
会
社
の
調

コロナ禍におけるM＆Aの現状と
円滑な事業承継に向けて

コロナ禍によって、M＆Aに関する動きが一部で加速、とりわけ事業承継型のM＆Aに注目が集まっています。
では現状、M＆Aは実際にどのような業種で増加し、成約しているのでしょうか。

また、コロナ禍だからこそ注意すべきポイントなどはあるのでしょうか。
MJSのグループ会社で事業承継の支援を手掛けるMJS M＆Aパートナーズ（mmap）が最新の動向を紹介します。

シリーズ企画 Special issue

図1　mmap買収ニーズ相談件数の推移

図2　mmap業種別買収ニーズの相談件数

2019年度 2020年度

業
種
不
問

農
林
業

建
設
業

製
造
業

電
気
・
ガ
ス

情
報
通
信
業

運
輸
業

卸
小
売
業

金
融
保
険
業

不
動
産
業

技
術
サ
ー
ビ
ス
業

宿
泊
業
・
飲
食
業

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス

教
育
業

医
療
・
福
祉

サ
ー
ビ
ス
業

2019年度 2020年度 前年比

100

4月 5月 6月 7月 8月 9月

（%）

40

0

80
60

20

-20
-40
-60

80%

0%-4%

14%
5%

-44%

2月刊税理士事務所CHANNEL



査
で
分
か
り
ま
し
た
。

当
社
で
も
、
買
収
ニ
ー
ズ
の
相
談
件
数
は

2
0
2
0
年
4
月
の
緊
急
事
態
宣
言
発
出
に

伴
い
、
前
年
同
月
比
で
半
減
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
5
月
以
降
は
相
談
件
数
が
回
復
し
始

め
、
累
計
で
前
年
度
よ
り
増
加
す
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
（
図
1
）。

買
収
ニ
ー
ズ
を
業
種
別
で
見
る
と
、
製
造

業
と
サ
ー
ビ
ス
業
、
医
療
関
連
は
減
少
し
ま

し
た
（
図
2
）。
買
い
手
企
業
の
経
営
が
コ
ロ

ナ
の
影
響
を
受
け
た
り
、
本
業
が
忙
し
く
M

＆
A
を
検
討
す
る
余
裕
が
な
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

一
方
、
投
資
を
目
的
と
す
る
不
動
産
業
の

需
要
が
倍
以
上
に
増
加
し
ま
し
た
。
業
種
不

問
と
い
う
、
今
後
の
事
業
発
展
を
準
備
す
る

た
め
の
買
収
ニ
ー
ズ
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
に
よ
り
、
テ
レ

ワ
ー
ク
や
デ
リ
バ
リ
ー
で
需
要
が
見
込
ま
れ

る
情
報
技
術
、
運
送
業
に
も
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
最
も
影
響
を
受
け
た
卸

小
売
業
と
宿
泊
飲
食
業
の
買
収
ニ
ー
ズ
は
、

昨
年
よ
り
増
加
し
ま
し
た
。
一
定
の
規
模
が

あ
っ
て
財
務
基
盤
が
強
い
企
業
は
コ
ロ
ナ
禍

で
も
M
&
A
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
獲

得
や
事
業
拡
大
を
積
極
的
に
検
討
し
て
い
る

と
分
析
で
き
ま
す
。

出
典
：
東
京
商
工
リ
サ
ー
チ 

「
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」関
連
破
た
ん

譲渡企業情報
業種 医療機器製造業
事業所エリア 近畿地方
従業員数 20名
売上高 約 4億円
営業利益 約 4,000 万円
純資産 約 2億 3,000 万円
譲渡理由 自社の永続的な繁栄を目指

したことに加え、根底には後
継者不在という問題があり、
良きビジネスパートナーかつ
将来的な承継先を探す必要
があったため。

譲受企業情報
業種 医療機器製造業
事業所エリア 関東地方
買収理由 製品の拡充・エリア拡大を検

討していたため。
成約内容
mmapの
立ち位置

譲渡側 FA

取引内容 株式譲渡
成約までの期間 6カ月
契約金額 3億円
成約ポイント
譲渡側は非常に良い財務体質を持っており、
製造していた製品は業界内での認知度も非常
に高かった。
当初は、製造している製品系統の不一致など
の理由で同業界でも本格検討に至る譲受先が
なかなか見つからなかった。
しかし完全な同業種で譲受候補先が見つかり、
両社の検討タイミングと利害が一致したため、
交渉開始から約 2カ月半というスピード成約
に至った。
コロナ禍の環境でも、電話 /メール /TV会議
などの方法を用いてできる限り対面を避けつ
つ、臨機応変に対応することができたことも
スピード成約のポイントになった。

譲渡企業情報
業種 医業（耳鼻咽喉科、出資持分あり）
事業所エリア 九州地方
従業員数 4名
売上高 2,000 万円
営業利益 △ 100万円
純資産 1,000 万円
譲渡理由 後継者がおらず、院長ご自身も体

調を崩されたため、一旦は廃業を
決断されたが、法人格の譲受けを
希望されている方がいることを顧
問税理士から院長にお伝えしたとこ
ろ、有効活用していただけるので
あればということで、第三者への譲
渡を決断される。

譲受企業情報
業種 個人開業医
事業所エリア 関東地方
買収理由 新たに開設ができない「出資持分

ありの医療法人」を探されていた
ため。

成約内容
mmapの
立ち位置

仲介

取引内容 出資持分譲渡
成約までの期間 3カ月
契約金額 500万円
成約ポイント
譲受先が決定し、正式に交渉を開始しようとしてい
た矢先、売主（院長）が急逝された。その後、売
主の奥様、ご子息が、売主（院長）の生前遺志を
尊重したいとのことで、紹介者の顧問税理士のご協
力のもと、成約となった。
譲受側の意欲が強かったこともあり、新型コロナが
深刻化する前に短期間で条件交渉を進めて譲渡でき
た。タイミングがあと1カ月でも遅れていたら譲渡
は実現できなかった可能性が高かったと思われる。
紹介していただいた顧問税理士事務所の速やかな対
応が成約のポイントとなった。

事例1　医療機器製造業事例2　医業

QRコードからアクセスし、
ぜひお答えください!

本誌アンケートに答えた方に毎月抽選で

2,0002,000円分を円分を
プレゼント!プレゼント!QUOQUO

カードカード

3 月刊税理士事務所CHANNEL



●
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
の
契
約

【
業
者
の
特
徴
を
確
認
す
る
】

事
業
譲
渡
の
場
合
、
承
継
先
を
独
自
に
探

す
こ
と
に
限
界
が
あ
れ
ば
専
門
業
者
と
契
約

し
ま
す
。
そ
の
業
者
が
該
当
す
る
地
域
に
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
れ
ば
近
隣
か
ら
承
継
先
を

探
す
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
地
域
に
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
な
い
業
者
の
場
合
に
は
、
首
都
圏

な
ど
の
規
模
の
大
き
な
税
理
士
法
人
を
推
薦

す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
り
ま
す
。

【
着
手
金
と
報
酬
を
確
認
す
る
】

着
手
金
が
あ
る
業
者
と
な
い
業
者
が
あ
り

ま
す
。
着
手
金
を
受
領
し
た
業
者
は
承
継
先

を
探
し
出
す
責
任
が
重
く
な
る
の
で
、
相
応

の
効
果
は
期
待
で
き
ま
す
。
報
酬
は
ほ
と
ん

ど
の
業
者
が
成
功
報
酬
で
す
が
、
料
率
や
計

算
方
法
は
業
者
ご
と
に
か
な
り
違
い
が
あ
り

ま
す
の
で
、
総
額
が
ど
れ
く
ら
い
に
な
る
の

か
事
前
に
確
認
が
必
要
で
す
。

【
専
任
契
約
が
良
い
】

専
任
契
約
の
場
合
に
は
、
業
者
は
安
心
し

て
承
継
先
と
の
交
渉
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
複
数
に
依
頼
す
る
と
案
件
情
報
が
一

人
歩
き
を
始
め
る
危
険
性
も
あ
り
、
注
意
が

必
要
で
す
。

●
ノ
ン
ネ
ー
ム
シ
ー
ト
／

事
業
概
要
書
の
作
成

【
基
本
方
針
は
よ
く
相
談
し
て
か
ら
決
め
る
】

事
業
承
継
の
選
択
肢
は
一
つ
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
短
時
間
の
面
談
と
基
礎
資
料
か
ら
ノ

ン
ネ
ー
ム
シ
ー
ト
※
は
作
成
で
き
、
承
継
先

を
探
し
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
業
者
の

進
め
方
に
も
よ
り
ま
す
が
、
基
礎
資
料
の
確

認
を
し
た
上
で
事
務
所
の
概
要
書
を
作
成
・

検
討
し
て
望
ま
し
い
承
継
方
法
の
合
意
が
得

ら
れ
て
か
ら
、
候
補
者
を
探
し
始
め
る
の
が

よ
い
で
し
ょ
う
。

●
ト
ッ
プ
面
談

【
第
一
印
象
は
重
要
】

基
本
的
な
方
針
に
合
致
す
る
可
能
性
が
高

両
者
が
納
得
で
き
る
妥
協
点
を
探
し
出
す
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

【
な
る
べ
く
給
与
等
と
し
て
受
け
取
る
べ
き
】

承
継
の
成
否
の
重
要
な
指
標
は
、
顧
問
先

の
離
反
が
少
な
い
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に

所
長
の
存
在
感
が
大
き
い
場
合
に
は
、
必
然

的
に
時
間
を
掛
け
て
承
継
す
べ
き
で
す
。
役

員
報
酬
や
給
与
、
顧
問
料
な
ど
を
通
じ
て
、

承
継
を
支
え
る
役
務
対
価
と
し
て
受
け
取
る

こ
と
が
、
成
功
の
確
率
を
高
め
る
場
合
が
多

い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
承
継
先
が
個
人
事
務

所
な
ど
の
場
合
に
は
、
資
金
の
準
備
が
不
要

と
な
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

●
基
本
合
意
書
の
締
結

【
交
渉
期
間
が
長
い
場
合
に
は
締
結
す
る
】

交
渉
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
余
裕
が
あ
り
、

最
終
的
な
契
約
ま
で
時
間
が
あ
る
場
合
な
ど

は
、
こ
こ
ま
で
の
基
本
的
な
合
意
事
項
を
整

理
し
て
基
本
合
意
書
を
締
結
し
ま
す
。
逆
に

最
終
契
約
ま
で
時
間
が
短
い
場
合
な
ど
は
、

基
本
合
意
書
の
締
結
は
割
愛
し
て
最
終
契
約

に
進
み
ま
す
。

●
事
務
所
の
見
学

【
初
め
に
承
継
元
を
見
学
す
る
】

現
地
に
行
く
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
す
。

ト
ッ
プ
面
談
を
ど
こ
で
行
っ
た
か
に
関
わ
ら

ず
、
職
員
も
い
る
状
態
の
事
務
所
を
訪
問
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
事
務
所

い
承
継
先
が
見
つ
か
る
と
、
ト
ッ
プ
面
談
を

実
施
す
る
の
が
基
本
で
す
。
場
所
は
、
自
分

の
事
務
所
、
承
継
先
の
事
務
所
、
ホ
テ
ル
会

議
室
な
ど
、
こ
の
面
談
が
機
密
的
な
行
動
で

あ
る
こ
と
を
前
提
に
設
定
し
ま
す
。
話
題
は
、

両
者
の
自
己
紹
介
的
な
こ
と
か
ら
始
め
、
仮

に
多
方
面
に
話
題
が
拡
散
し
て
も
、
結
果
的

に
は
両
者
が
お
互
い
の
人
柄
や
経
営
方
針
の

理
解
は
深
ま
り
ま
す
。
こ
の
ト
ッ
プ
面
談
に

よ
っ
て
意
思
決
定
を
心
の
中
で
下
し
て
い
る

場
合
も
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
ト
ッ
プ
面
談

は
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
で
す
。

●
承
継
対
価

【
価
格
は
初
め
に
決
め
な
い
ほ
う
が
い
い
】

事
業
の
承
継
は
、
顧
問
先
や
職
員
の
状
況
、

業
務
内
容
、
今
後
の
所
長
の
関
与
度
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
要
素
が
絡
み
合
っ
て
契
約
の
詳
細

が
次
第
に
決
ま
り
ま
す
。
承
継
の
対
価
は
、

モ
ノ
の
値
段
の
よ
う
に
初
め
に
決
ま
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
配
偶
者
や
親
族

も
含
め
て
考
え
た
り
、
自
己
所
有
の
事
務
所

の
賃
料
な
ど
も
含
め
て
総
合
的
・
中
長
期
的

に
捉
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

【
売
上
高
は
あ
く
ま
で
目
安
】

例
え
ば
年
間
売
上
高
の
何
％
な
ど
の
目
安

は
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
は
、
顧
問
先
や
職

員
の
状
況
に
よ
り
収
入
と
費
用
の
構
造
は
大

き
く
異
な
り
ま
す
。
弊
社
の
場
合
は
、
承
継

後
の
予
測
さ
れ
る
事
業
損
益
を
も
計
算
し
て
、

ポイント総まとめ
　長引くコロナ禍で顧問先は苦しい経営を強いられていることと思
います。廃業も増加し将来への不安が払拭できない日々ですが、同様
に会計事務所からの事業承継のご相談も増えている実感がございま
す。事業承継の成功の鉄則は、早めの情報収集、早めの着手です。
　会計事務所の事業承継は、①親族承継、②後継者税理士の招聘、③
事業譲渡、④事業縮小／廃業に分けることができます（図3参照）。弊
社MJS M＆Aパートナーズでは、②③④全てのご支援ができるよ
うに、サービス範囲を拡充しております。今回は、誌面の関係上、③事
業譲渡で気を付けるべきポイントをまとめました。

事業承継会計事務所の

※売り手側が特定されることがないよう、事業所の地域や売上規模などの概要を匿名でまとめた資料

4月刊税理士事務所CHANNEL



見
学
の
段
階
で
は
、
所
長
は
職
員
の
賛
同
を

得
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。
大
企
業

の
M
＆
A
の
よ
う
に
最
終
契
約
後
に
従
業
員

に
発
表
す
る
方
法
は
、
会
計
事
務
所
で
は
例

外
と
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

【
で
き
れ
ば
承
継
先
も
見
学
す
る
】

職
員
が
希
望
す
る
、
ま
た
は
所
長
が
必
要

と
考
え
れ
ば
、
職
員
の
承
継
先
見
学
も
行
っ

て
み
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
地
理
的
・
時
間
的

に
難
し
い
場
合
に
は
、
幹
部
職
員
だ
け
で
も

よ
い
と
思
い
ま
す
。
お
互
い
に
訪
問
す
る
こ

と
で
得
る
安
心
感
は
非
常
に
重
要
で
す
。

●
職
員
と
の
面
談

【
合
同
説
明
と
個
別
面
談
を
実
施
す
る
】

承
継
先
の
代
表
者
が
、
職
員
全
員
に
挨
拶

と
説
明
を
行
い
ま
す
。
承
継
後
も
従
来
と
変

わ
ら
ず
安
心
し
て
業
務
を
行
え
る
こ
と
を
説

明
し
、
ま
た
、
今
後
の
基
本
的
な
経
営
方
針

な
ど
も
お
伝
え
し
ま
す
。
こ
の
段
階
で
は
、

既
に
所
長
と
の
詳
細
な
協
議
に
よ
り
、
労
働

条
件
な
ど
を
提
示
で
き
る
準
備
は
完
了
し
て

い
ま
す
。
個
別
面
談
で
は
、
職
員
ご
と
の
質

問
事
項
を
聞
き
、
後
日
、
転
籍
の
同
意
書
を

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
買
収
監
査

【
最
終
契
約
の
た
め
に
必
須
な
作
業
】

買
収
監
査
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
仰
々

し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、

顧
問
先
で
も
、
予
想
外
の
反
応
に
出
会
う
場
合

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
承
継
先
と

は
事
前
に
顧
問
先
ご
と
の
特
徴
な
ど
を
共
有

し
て
、
ご
挨
拶
の
時
期
、
方
法
、
訪
問
メ
ン

バ
ー
な
ど
を
検
討
し
て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

【
当
面
は
従
来
の
ま
ま
何
も
変
え
な
い
こ
と
】

承
継
先
の
事
務
所
の
代
表
に
は
、
事
務
所

の
経
営
理
念
な
ど
が
あ
る
は
ず
で
す
が
、
慌

て
な
い
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
顧
問
先
の

立
場
か
ら
す
る
と
急
な
話
で
す
。
ま
ず
は
こ

れ
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
こ
と
か
ら

始
め
る
ほ
う
が
よ
い
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。

な
お
、
図
３
の
②
に
つ
い
て
、

m
m
a
p
で
は
「
税
理
士
後
継
者
紹
介
サ

ー
ビ
ス
」
も
開
始
し
ま
し
た
。
ご
遠
慮
な

く
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
こ
ま
で
の
段
階
で
既
に
多
く
の
資
料
を
提

示
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
買
収
監
査
は
、
承

継
先
が
希
望
す
る
資
料
を
事
務
所
に
て
現
物

で
確
認
す
る
作
業
を
経
て
、
未
確
認
事
項
な

ど
の
漏
れ
を
な
く
し
ま
す
。
通
常
、
1
日
か

け
て
承
継
元
の
事
務
所
で
行
い
ま
す
。

●
最
終
契
約

【
契
約
後
は
、
後
戻
り
は
で
き
な
い
】

こ
こ
ま
で
検
討
し
た
契
約
内
容
を
全
て
盛

り
込
ん
で
事
業
承
継
の
契
約
書
を
締
結
し
ま

す
。
基
本
的
な
内
容
は
、
承
継
す
る
顧
問
先
、

転
籍
す
る
職
員
、
事
務
所
の
場
所
、
所
長
や

配
偶
者
の
処
遇
な
ど
の
他
に
、
承
継
を
実
施

す
る
日
や
、
承
継
対
価
（
一
時
金
や
役
員
報

酬
な
ど
）
の
金
額
や
支
払
い
方
法
な
ど
で
す
。

さ
ら
に
細
か
い
約
束
ご
と
は
別
途
、
覚
書
を

交
わ
し
ま
す
。
最
終
契
約
に
調
印
す
れ
ば
、

後
戻
り
は
難
し
く
な
り
ま
す
。
特
に
承
継
を

実
施
す
る
日
（
外
部
に
届
出
や
告
知
し
た
事

業
開
始
日
）
以
降
は
、
顧
問
先
な
ど
に
も
挨

拶
が
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、
こ
の
段
階
で
問

題
が
生
じ
る
と
両
者
に
と
っ
て
ダ
メ
ー
ジ
も

大
き
く
な
り
ま
す
。

●
承
継
準
備

【
顧
問
先
への
告
知
は
十
分
に
準
備
を
し
て
臨
む
】

所
長
が
顧
問
先
の
反
応
は
予
測
で
き
る
は

ず
で
す
が
、
初
め
て
の
こ
と
で
も
あ
り
不
安

は
払
拭
で
き
ま
せ
ん
。
長
い
お
付
き
合
い
の

図3　会計事務所の事業承継
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職員がいる職員の有資格者に承継する 後継者を紹介して欲しい

親族に有資格者がいる 事業縮小 /廃業したい

mmap
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経
営
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら

経
営
者
と
共
に
経
営
課
題
に
向
き
合
う

―
森
先
生
は
2
代
目
だ
そ
う
で
す
が
、
森

会
計
事
務
所
で
働
き
始
め
る
前
は
愛
知
県
名

古
屋
市
の
監
査
法
人
で
働
い
て
い
た
そ
う
で

す
ね
。

森 

智
所
長
（
以
下
、
敬
称
略
）　

公
認
会
計

士
試
験
（
2
次
試
験
）
に
合
格
し
た
後
、
私

は
父
の
友
人
が
所
長
を
務
め
て
い
た
名
古
屋

の
監
査
法
人
に
入
所
し
ま
し
た
。
そ
の
監
査

法
人
は
地
域
で
は
名
の
知
れ
た
老
舗
で
、
ト

ヨ
タ
自
動
車
グ
ル
ー
プ
を
は
じ
め
、
数
多
く

の
有
力
企
業
と
監
査
契
約
を
結
ん
で
い
ま
し

た
。
お
か
げ
で
、
私
も
そ
う
い
っ
た
有
力
企

業
の
会
計
監
査
な
ど
に
携
わ
る
こ
と
で
、
公

認
会
計
士
と
し
て
の
ス
キ
ル
を
磨
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

―
そ
の
後
、
ど
う
い
っ
た
経
緯
を
経
て
森

会
計
事
務
所
で
働
き
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
か
。

森　

も
と
も
と
5
年
で
地
元
の
三
重
県
四
日

市
市
に
戻
り
、
父
の
事
務
所
で
働
く
つ
も
り

だ
っ
た
の
で
、
予
定
通
り
1
9
9
1
年
か
ら

森
会
計
事
務
所
で
働
き
始
め
ま
し
た
。
最
初

の
10
年
は
バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
し
た
余
波
が

大
き
く
、
経
営
者
か
ら
資
金
繰
り
な
ど
の
相

談
を
受
け
た
り
、
膝
詰
め
で
議
論
し
た
り
す

る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
、
大
い
に
鍛
え
ら
れ

ま
し
た
。

―
監
査
法
人
と
は
異
な
る
仕
事
も
多
か
っ

た
か
と
思
い
ま
す
が
、
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
る

三重県四日市市の森会計事務所は製造業や建設業、医業の顧問先を多数抱え、地域密着、
コミュニケーション重視の顧問先サポートを展開しています。早速、日本公認会計士協会東海会三重県会県会長も兼任されている
所長の森 智先生に、これまでの歩みと現在の取り組みについて伺いました。

顧問先の日常的な変化を敏感に察知し
コミュニケーション重視の支援に尽力

事 務 所事 務 所 訪 問

四日市市

所在地 三重県四日市市鵜の森1-7-8 マルトクビル2階
TEL 059-351-9153
設立 1970年
職員数 7名

森会計事務所
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に
も
な
り
ま
し
た
。
税
務
会
計
業
務
は
経
営

者
か
ら
正
確
な
情
報
を
得
な
け
れ
ば
前
に
進

め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、

し
っ
か
り
と
経
営
者
の
懐
に
入
り
込
む
必
要

が
あ
る
の
で
す
。
例
え
ば
質
問
の
仕
方
一
つ

と
っ
て
も
、
経
営
者
の
タ
イ
プ
に
寄
り
添
う

こ
と
が
重
要
で
、
単
刀
直
入
に
話
し
た
ほ
う

が
い
い
の
か
、
少
し
婉
曲
的
に
話
し
た
ほ
う

が
い
い
の
か
、
冗
談
交
じ
り
で
話
し
た
ほ
う

が
い
い
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
を
経
営
者
に

合
わ
せ
て
切
り
替
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

―
父
上
と
の
代
替
わ
り
は
い
つ
行
っ
た
の

で
す
か
。

森　

徐
々
に
裁
量
な
ど
を
譲
り
受
け
な
が
ら
、

最
終
的
に
は
2
0
1
5
年
、
父
が
79
歳
の
と

き
に
私
が
所
長
に
な
り
ま
し
た
。
父
か
ら
は

一
つ
ひ
と
つ
の
仕
事
を
正
確
に
着
実
に
手
掛

け
て
い
く
姿
勢
を
学
ん
だ
よ
う
に
思
い
ま
す
。

徹
底
し
た
職
員
教
育
を
通
じ
て

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
サ
ポ
ー
ト
を
維
持

―
経
営
理
念
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
も
の

を
掲
げ
て
い
ま
す
か
。

森　

明
確
な
経
営
理
念
な
ど
は
設
け
て
い
ま

せ
ん
が
、
必
要
以
上
に
規
模
拡
大
を
し
な
い
、

自
分
の
目
が
届
く
範
囲
で
丁
寧
な
仕
事
を
す

る
と
い
っ
た
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

―
公
認
会
計
士
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
が
生

か
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

森　

地
域
の
金
融
機
関
か
ら
大
企
業
の
連
結

こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
。

森　

確
か
に
監
査
法
人
時
代
と
は
担
当
す
る

企
業
の
規
模
も
違
い
ま
す
し
、
会
計
監
査
と

税
務
会
計
の
業
務
も
全
く
異
な
る
も
の
で
し

た
が
、
結
果
的
に
は
今
の
職
場
の
ほ
う
が
私

に
は
向
い
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

税
務
会
計
業
務
に
は
経
営
者
と
一
緒
に
な
っ

て
数
字
に
向
き
合
い
な
が
ら
決
算
書
を
作
成

し
、
分
析
し
、
改
善
す
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル

が
あ
り
、
そ
の
あ
た
り
に
醍
醐
味
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
事
業
規
模
に
違
い

は
あ
り
ま
し
た
が
、
経
営
者
と
直
接
会
っ
て

対
話
が
で
き
る
の
も
私
に
と
っ
て
は
大
き
な

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
中
小
企

業
の
経
営
者
は
個
性
的
で
、
お
会
い
す
る
た

び
に
さ
ま
ざ
ま
な
刺
激
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
し
ね
。
た
だ
、
そ
の
一
方
で
経
営
者

の
人
と
な
り
や
性
格
を
き
ち
ん
と
見
極
め
る

こ
と
の
重
要
性
も
身
に
染
み
て
感
じ
る
よ
う

子
会
社
へ
の
関
与
を
頼
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
会
計
監
査
を
引
き
受
け
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
税
務
申
告
の
お
手
伝
い
を

し
な
が
ら
、
一
方
で
最
新
の
会
計
基
準
に
対

応
す
る
た
め
、
担
当
者
の
相
談
相
手
に
な

る
よ
う
な
業
務
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
大
学
の
会
計
監
査
な
ど
を
共
同
で
引
き

受
け
た
り
も
し
て
い
ま
す
ね
。
な
お
、
私
は

今
、
日
本
公
認
会
計
士
協
会
東
海
会
三
重
県

会
県
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
協
会
の
仕
事
が
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
職
務
を
通
し
て
引
き
続
き
業
界
や
地

域
に
貢
献
し
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
昨
今
は
ど
の
よ
う
な
相
談
が
増
え
て
い

ま
す
か
。

森　

コ
ロ
ナ
禍
関
連
の
補
助
金
や
助
成
金
、

資
金
繰
り
の
相
談
の
他
、
最
近
は
事
業
承
継

に
関
す
る
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。
親
族
内

承
継
だ
け
で
な
く
、
従
業
員
へ
の
承
継
な
ど

も
し
ば
し
ば
あ
り
、
そ
の
都
度
、
株
式
を
ど

の
よ
う
に
譲
渡
し
て
い
く
の
か
、
経
営
者
保

証
を
ど
う
す
る
の
か
と
い
っ
た
こ
と
を
膝
詰

め
で
議
論
し
、
事
業
承
継
の
計
画
を
立
て
て

い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
承
継
に
は
ど
う
し
て

も
時
間
が
掛
か
る
の
で
、
経
営
者
が
高
齢
の

場
合
は
そ
れ
と
な
く
経
営
者
の
意
向
を
聞
い

た
り
し
な
が
ら
促
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
経
営
者
や
医
師
な
ど
か
ら

相
続
に
関
す
る
相
談
を
受
け
る
こ
と
も
増
え

て
き
ま
し
た
。
特
に
自
発
的
に
贈
与
を
進
め

て
い
る
場
合
は
要
注
意
な
の
で
、
税
務
上
問

題
が
な
い
か
ど
う
か
を
念
入
り
に
チ
ェ
ッ
ク

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
適
切
な
対
策
を
ア
ド
バ

イ
ス
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

―
職
員
教
育
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
に
気
を
付
け
て
い
ま
す
か
。

森　

当
事
務
所
は
担
当
制
で
、
職
員
一
人
ひ

と
り
が
複
数
の
顧
問
先
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
職
員
た
ち
に
は
電
話
や
メ
ー
ル

で
の
や
り
と
り
の
際
に
、
ち
ょ
っ
と
で
も
変

わ
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
共
有
し
て

も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

決
算
準
備
な
ど
で
直
接
お
会
い
す
る
際
に
は

し
っ
か
り
と
お
話
を
伺
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
と
同
時
に
日
常
の
ち
ょ
っ
と
し

た
変
化
を
敏
感
に
感
じ
取
り
、
漠
然
と
し
た

不
安
や
悩
み
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
こ
と

が
肝
要
な
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
際
に

は
デ
リ
ケ
ー
ト
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

求
め
ら
れ
る
の
で
、
電
話
で
の
話
し
方
や
メ

ー
ル
の
文
面
な
ど
は
適
宜
、
ア
ド
バ
イ
ス
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
事
務
所
で
は
O
J
T（
オ
ン
・

ザ
・
ジ
ョ
ブ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
：
実
務
を
通

し
た
職
場
内
教
育
）
を
重
視
し
て
お
り
、
入

所
3
カ
月
く
ら
い
で
顧
問
先
を
担
当
し
て
も

ら
っ
た
り
、
1
年
目
か
ら
申
告
書
の
作
成
に

携
わ
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

給
与
計
算
や
社
会
保
険
な
ど
の
知
識
に
つ
い

て
も
、
先
輩
職
員
の
指
導
の
下
、
実
務
を
通

OJTを重視し、顧問先支援に努めています
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う
で
し
ょ
う
か
。

森　

飲
食
業
を
は
じ
め
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
業

は
か
な
り
厳
し
い
状
況
で
す
。
ま
た
、
出
掛

け
る
機
会
が
激
減
し
た
こ
と
か
ら
、
衣
料
品

な
ど
の
売
上
げ
も
大
幅
に
下
が
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
他
方
、
製
造
業
に
関
し
て
は
そ
こ

ま
で
大
き
な
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
電
気

自
動
車
へ
の
シ
フ
ト
が
業
界
全
体
に
こ
れ
ま

で
に
な
い
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
電
気
自
動
車
が
普
及
す
れ
ば
、

エ
ン
ジ
ン
周
り
の
部
品
が
不
要
に
な
る
可
能

性
は
も
ち
ろ
ん
、
既
存
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー

以
外
の
企
業
の
参
入
な
ど
、
自
動
車
産
業
関

連
の
製
造
業
に
と
っ
て
は
大
打
撃
で
す
。
当

然
な
が
ら
早
め
の
対
応
、
変
革
が
必
要
に
な

る
の
で
、
こ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
も
顧
問
先

か
ら
は
念
入
り
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
そ
し
て
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
に

挑
戦
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
経
営
者

と
共
に
事
業
計
画
を
練
り
上
げ
、
資
金
繰
り

な
ど
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
全
力
で
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
最
後
に
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

森　

基
本
的
な
方
針
に
つ
い
て
は
現
状
を
維

持
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
た
だ
、
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
導
入
な
ど
に
合
わ
せ
て
請
求
業

務
な
ど
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
が
一
段
と
進
む
で

し
ょ
う
か
ら
、M
J
S
の
皆
さ
ん
に
も
ご
協
力

い
た
だ
き
な
が
ら
、
実
務
に
関
し
て
は
よ
り

デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

森会計事務所は森先生の父上が1970 年に開業、

当時、森先生は小学2年生だったそうです。「一人っ

子だったので、子どもの頃から漠然と事務所を継

ぐことになるのかなと思っていましたし、高校生

くらいの時には性格的にも向いているような気が

していました」と森先生。こうして森先生は公認

会計士を目指すことを決意し、大学4年生の頃か

ら専門学校にも通い始め、87 年には 24 歳で公認

会計士の2次試験に合格。そして、父上の同級生

が所長を務めていた名古屋の監査法人で 5年間勤

務した後、91 年に森会計事務所に入所。同年に

公認会計士3次試験にも合格し、晴れて公認会計

士・税理士としてのキャリアを歩み始めました。

公認会計士・税理士までの歩み

丁寧に顧問先とコミュニケーションを図り、さまざまな角度から
支援をされている森 智先生

し
て
一
気
に
覚
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ち

な
み
に
現
在
、
当
事
務
所
で
は
7
人
の
女
性

職
員
が
働
い
て
く
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
多

く
は
、
地
元
の
商
業
高
校
か
ら
の
新
卒
採
用

で
す
。
そ
の
商
業
高
校
と
は
父
の
代
か
ら
の

お
付
き
合
い
が
あ
る
の
で
す
が
、
卒
業
生
の

皆
さ
ん
は
と
て
も
優
秀
で
、
即
戦
力
と
し
て

活
躍
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
つ
つ

自
動
車
産
業
の
変
化
に
も
対
応

―
地
域
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
ど
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MJSソリューションの紹介
会計事務所・顧問先向け

MJSソリューションの紹介
会計事務所・顧問先向け

②
ス
キ
ャ
ナ
保
存
制
度
の
改
正

・
同
制
度
を
受
け
る
た
め
の
税
務
署

の
事
前
承
認
の
廃
止

・
タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
の
付
与
が
最
長

約
2
カ
月
以
内
に
延
長

・
訂
正
等
が
記
録
で
き
る
デ
ー
タ
の
場

合
は
タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
が
不
要
に

・
相
互
牽
制
や
定
期
的
な
検
査
等
に

よ
る
適
正
事
務
処
理
要
件
の
廃
止

・
検
索
要
件
が
、
取
引
等
年
月
日
、

取
引
金
額
、
取
引
先
に
簡
素
化

電
子
化
へ
の
M
J
S
の
対
応

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
国
税
関
係

帳
簿
書
類
の
電
子
化
は
ま
す
ま
す
進

む
と
考
え
ら
れ
ま
す
。M
J
S
で
は
、

こ
れ
に
対
応
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー

ビ
ス
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、「A

CELIN
K

 N
X
-

Pro

」
の
オ
プ
シ

ョ
ン
「
電
子
帳

簿
」
シ
ス
テ
ム

で
す
。
電
子
帳

簿
保
存
法
の
対

象
と
な
る
帳
簿

（
仕
訳
帳
・
総

勘
定
元
帳
・
売

掛
金
元
帳
や
買

掛
金
元
帳
な
ど

の
補
助
元
帳
）

※パソコンのデータを長期間保管しておくための補助記憶装置

MJSは多彩な製品・サービスを提供しています。本コーナーでは、その中でも会計事務所の先生方に
ぜひ知っていただきたいソリューションを厳選してご紹介します。

【今月のソリューション】　「MJS AI監査支援」【今月のソリューション】　「電子帳簿保存法に係る便利な機能」

デ
ー
タ
保
存
の
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
る

令
和
3
年
度
の
税
制
改
正
大
綱
に

お
い
て
、
電
子
帳
簿
保
存
法
の
大
幅

な
改
正
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

電
子
帳
簿
保
存
法
で
は
、
国
税
関

係
帳
簿
書
類
の
中
で
ど
れ
が
電
子
デ

ー
タ
で
保
存
可
能
か
、
そ
の
保
存
方

法
、
さ
ら
に
保
存
後
の
管
理
方
法
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
改
正

で
は
、
次
の
よ
う
な
ポ
イ
ン
ト
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

①
電
子
帳
簿
等
保
存
制
度
の
改
正

・
同
制
度
を
受
け
る
た
め
の
税
務
署

の
事
前
承
認
の
廃
止

・
同
廃
止
に
伴
い
、
パ
ソ
コ
ン
等
の

閲
覧
用
モ
ニ
タ
ー
、
説
明
書
の
備

え
付
け
等
が
要
件
に

を
、
電
子
デ
ー
タ
に
て

保
存
で
き
ま
す
。
さ
ら

に
、
図
1
の
よ
う
な
特

長
が
あ
り
ま
す
。

次
に
、
同
じ
く
オ
プ

シ
ョ
ン
機
能
の
「
e

文
書
対
応
」
で
す
。

2
0
1
7
年
よ
り
、
決

算
関
係
書
類
以
外
の
書

類
に
関
し
て
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
で
の
撮
影
・
保

存
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。M
J
S
の
「
e
文

書
対
応
」
で
は
、
領
収

書
や
レ
シ
ー
ト
に
対
応

し
て
お
り
ま
す
。
保
管

義
務
の
あ
っ
た
領
収
書
、

レ
シ
ー
ト
を
破
棄
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
で
、
書
類
の
保
存
と
管
理
に

か
か
っ
て
い
る
事
務
負
担
の
軽
減
や

コ
ス
ト
削
減
が
見
込
め
ま
す
。

最
後
に
、
こ
ち
ら
も
オ
プ
シ
ョ
ン

機
能
の
「
証
憑
ク
ラ
ウ
ド
ス
ト
レ
ー

ジ
」
で
す
。
ス
キ
ャ
ン
ま
た
は
撮
影

し
た
領
収
書
や
レ
シ
ー
ト
を
、
ク
ラ

ウ
ド
上
の
ス
ト
レ
ー
ジ
※
に
保
管
し

ま
す
（
図
2
）。
日
々
か
さ
ば
る
ス
キ

ャ
ン
デ
ー
タ
を
ク
ラ
ウ
ド
で
一
括
保

管
で
き
る
の
で
、
便
利
な
機
能
で
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
機
能
は
顧
問

先
向
け
の
シ
ス
テ
ム
「A

CELIN
K

 

N
X
-C
E

」「M
JSL
IN
K

 D
X

」

「Galileopt N
X
-Plus

」
で
も
対
応

し
て
い
る
の
で
、
顧
問
先
様
へ
も
お

勧
め
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
業
務
の
デ

ジ
タ
ル
化
ひ
い
て
は
生
産
性
の
向

上
へ
の
注
目
が
さ
ら
に
高
ま
る
中
、

M
J
S
の
各
種
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■参照・印刷処理が可能
電子帳簿保存法の申請を行った元帳に加え、申
請対象外の元帳、仕訳データ及びマスターの修
正履歴を参照・印刷可能

■メディアでの電子帳簿提供が可能
会計大将内の仕訳データをメディアに保存し、
顧問先に電子帳簿システムを提供可能

■メディアのみで操作が可能
メディア上で起動するので、利用するパソコン
に特別なソフトウェアのインストールは不要

■「電子帳簿ソフト法的要件認証」を取得
公益社団法人日本文書情報マネジメント協会

（JIIMA）から「電子帳簿ソフト法的要件認証」を
取得。電子帳簿保存法等の要件を満たしている
ことが認証され、申請手続きの簡素化が可能
※対象ソフト：「ACELINK NX-Pro会計大将」「ACELINK NX-CE会計」

「Galileopt NX-Plus財務大将」「MJSLINK NX-Plus 財務大将」

図1　「電子帳簿」システムの特長

図2　「証憑クラウドストレージ」の利用イメージ

・仕訳に紐づいてい
る証憑画像のみが
クラウドストレー
ジ上に保存
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国
産
ピ
ア
ノ
を
製
造
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
浜
松
市
は
ヤ
マ
ハ
、
カ
ワ
イ
、
ロ
ー
ラ

ン
ド
な
ど
の
楽
器
メ
ー
カ
ー
が
本
社
を
置
く

世
界
的
な
楽
器
産
業
の
集
積
地
に
成
長
。
楽

器
や
音
楽
に
関
わ
る
技
術
や
人
材
が
、
浜
松

独
自
の
地
域
資
源
と
な
り
、「
楽
器
の
ま
ち
」

と
し
て
そ
の
名
を
と
ど
ろ
か
せ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

そ
し
て
浜
松
市
は
1
9
8
1
年
、
市
制
70

周
年
の
際
に
総
合
計
画
新
基
本
計
画
と
し
て

「
音
楽
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
以
来
、
音

楽
文
化
の
振
興
に
関
わ
る
事
業
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
音
楽
に
関
連
す
る
施
設
の
建
設

と
と
も
に
世
界
的
・
全
国
的
な
音
楽
事
業
を

開
催
し
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
91
年
か
ら

3
年
ご
と
に
開
催
し
て
い
る
「
浜
松
国
際
ピ

ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
、
世
界
的
に
活
躍
す

る
若
手
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
輩
出
す
る
コ
ン
ク
ー

ル
と
し
て
の
評
価
を
確
立
し
、
96
年
に
ス
タ

ー
ト
し
た
「
静
岡
国
際
オ
ペ
ラ
コ
ン
ク
ー
ル
」

と
と
も
に
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
世
界
連
盟

に
加
盟
し
て
い
ま
す
。
浜
松
市
は
こ
れ
ら
2

つ
の
加
盟
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
る
国
内

唯
一
の
都
市
で
も
あ
る
の
で
す
。

ま
た
、
吹
奏
楽
や
合
唱
、
ジ
ャ
ズ
な
ど
年

間
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
お
り
、
音
楽
文
化
を
担
う
多
く
の

市
民
団
体
が
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
市

内
に
は
94
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ア
ク
ト
シ
テ

ィ
浜
松
を
は
じ
め
、
音
楽
の
鑑
賞
や
発
表
の

「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
」
か
ら

「
音
楽
の
ま
ち
」
そ
し
て
「
音
楽
の
都
」
へ

浜
松
地
域
は
江
戸
時
代
よ
り
綿
織
物
の
産

地
と
し
て
知
ら
れ
、
長
年
に
わ
た
っ
て
繊
維

業
が
産
業
の
土
台
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
明
治
時
代
に
山
葉
寅
楠
が
日
本
初
の

場
と
な
る
施
設
が
複
数
あ
り
、
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
に
活
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
基
盤
と
し
て
、
浜

松
市
で
は
政
令
指
定
都
市
に
移
行
し
た

2
0
0
7
年
よ
り
さ
ら
に
音
楽
事
業
に
力
を

入
れ
、「
音
楽
の
都
」
を
目
指
す
取
り
組
み
を

推
進
中
で
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
11
年
3

月
に
は
ユ
ネ
ス
コ
に
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
ひ
と
口
メ
モ
参
照
）
へ
の
加
盟
申
請
書

を
提
出
。
ユ
ネ
ス
コ
側
の
都
合
に
よ
り
審
査

が
一
時
中
止
に
な
る
な
ど
紆
余
曲
折
が
あ
り

ま
し
た
が
、
14
年
2
月
に
再
度
、
加
盟
申
請

書
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
同
年
12
月
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
年
に
は
既
に
音
楽

分
野
で
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
盟
し

て
い
た
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
市
と
音
楽

文
化
交
流
に
関
す
る
覚
書
を
締
結
す
る
に
至

り
ま
し
た
。

「
音
楽
の
都
」
の
活
動
を
支
え
る

ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
の
事
業

で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
業
を
展

開
し
て
き
た
の
か
、
ソ
フ
ト
面
と
ハ
ー
ド
面

に
分
け
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

ず
ソ
フ
ト
面
の
代
表
例
と
し
て
は
、
先
述
し

4月から10月の週末、JR浜松駅北口広場
や遠州鉄道浜北駅前で開かれる「プロム
ナードコンサート」。地元の学校の吹奏
楽部やアマチュア楽団などの演奏に多く
の観客が耳を傾ける

1992年にスタートした「ハママツ・ジャ
ズ・ウィーク」。ジャズをテーマに官民一
体となった企画運営がなされている

アクトシティ浜松の中ホール。ステージ
正面にフランス製のパイプオルガンが設
置されており、天井のシャンデリアが華
やかな空間を演出する

「音楽の都・浜松」の
中心的な文化施設

「アクトシティ浜松」。
2336席の大ホール
は本格的なオペラや
コンサート、バレエ、
演劇、歌舞伎などあ
らゆる舞台芸術に対
応できる

「音楽の都」として音楽文化を創造する
浜松市の軌跡と魅力

中部会企画①

ヤマハやカワイ、ローランドといった世界に名だたる楽器メーカーが立地し、「楽器のまち」とし
て知られる浜松市は、1981年から「音楽のまち」づくりに取り組んできました。その成果が認め
られ、2014年には世界で7都市目、アジアで初のユネスコ創造都市ネットワークの音楽分野で
の加盟が認定されました。これまでの取り組みと今後の展望について、浜松市市民部創造都市・
文化振興課にお話しいただきました。
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れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演

奏
を
鑑
賞
す
る
「
こ
ど
も
音
楽
鑑
賞
教
室
」

や
、
次
代
の
音
楽
文
化
の
担
い
手
を
育
成
す

る
「
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
浜
松
」「
ジ
ュ

ニ
ア
ク
ワ
イ
ア
浜
松
」「
ア
ク
ト
シ
テ
ィ
音
楽

院
」
な
ど
幅
広
い
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
で
、

「
音
楽
の
都
」
を
支
え
る
人
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

ハ
ー
ド
面
で
は
市
民
が
文
化
芸
術
に
気
軽

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
場
と
し
て
、
ま
た

多
様
な
市
民
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
複
数
の

文
化
施
設
を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。
19
年
10

月
に
開
館
25
周
年
を
迎
え
た
「
ア
ク
ト
シ
テ

ィ
浜
松
」
は
そ
の
最
た
る
も
の
で
す
。
質
の

高
い
実
演
芸
術
の
鑑
賞
機
会
を
提
供
す
る
場

と
な
っ
て
い
る
他
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
機
能

た
「
浜
松
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
18
年
に
第
10
回
を
数
え
た
こ

の
コ
ン
ク
ー
ル
は
第
1
次
予
選
か
ら
チ
ケ
ッ

ト
が
完
売
す
る
な
ど
、
い
ま
や
「
音
楽
の
都
」

の
象
徴
的
な
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

浜
松
市
の
玄
関
口
と
な
る
J
R
浜
松
駅
周
辺

で
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト
も
大
い
に
盛
り
上
が
り

を
み
せ
ま
す
。
学
生
や
社
会
人
の
吹
奏
楽
団

に
よ
っ
て
毎
年
4
月
〜
10
月
の
週
末
に
開
催

さ
れ
る
「
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
」、
92

年
か
ら
始
ま
っ
た
「
ハ
マ
マ
ツ
・
ジ
ャ
ズ
・

ウ
ィ
ー
ク
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
身
近

に
音
楽
を
感
じ
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
音
楽
と
教
育
を
結
び
付
け
た
事
業

も
盛
ん
で
す
。
子
供
た
ち
が
生
の
音
楽
に
触

も
果
た
し
て
お
り
、「
音
楽
の
都
・
浜
松
」
の

シ
ン
ボ
ル
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、「
ア
ク
ト
シ
テ
ィ
浜
松
」
に
隣
接
し
、
95

年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
浜
松
市
楽
器
博
物

館
」
は
日
本
初
、
日
本
唯
一
の
公
立
楽
器
博

物
館
で
あ
り
、
19
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
貴

重
な
ピ
ア
ノ
や
ホ
ル
ン
を
は
じ
め
、
ア
ジ
ア
、

ア
フ
リ
カ
の
楽
器
、
日
本
の
琴
や
尺
八
な
ど
、

「
世
界
の
楽
器
を
偏
り
な
く
平
等
に
扱
う
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、1
5
0
0
点
の
楽
器
が
常
設

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、
今
年
の
夏

に
は
市
民
の
文
化
活
動
の
拠
点
と
し
て
「
浜

松
市
市
民
音
楽
ホ
ー
ル
（
通
称
：
サ
ー
ラ
音

楽
ホ
ー
ル
）」
が
新
た
に
開
館
す
る
予
定
に
な

っ
て
い
ま
す
。

昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
文
化
事
業
は
従
来

通
り
の
開
催
が
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
浜
松
市
で
は
文
化
を
「
都
市

の
発
展
に
不
可
欠
な
も
の
」
で
あ
り
、
文
化

振
興
の
た
め
の
政
策
を
「
都
市
の
新
し
い
力

を
生
み
出
す
た
め
の
重
要
な
政
策
」
と
位
置

付
け
て
い
ま
す
。
今
後
も
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
は
国
や
県
の
指
針
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏

ま
え
、
十
分
な
感
染
症
対
策
を
講
じ
た
上
で
、

開
催
可
能
な
形
態
で
の
実
施
方
法
を
検
討
し

た
り
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
配
信
に
よ
る
デ
ュ
ア
ル
モ
ー
ド
の
取
り

組
み
を
試
行
し
た
り
す
る
こ
と
で
、「
音
楽
の

都
・
浜
松
」
の
文
化
の
灯
を
絶
や
さ
な
い
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日本初の公立楽器博物館である「浜松
市楽器博物館」

浜松市楽器博物館には世界の楽器が
1500点ほど地域別、テーマ別に展示。
アジア最大級の規模を誇る

今年夏に開館予定の「サーラ音楽ホー
ル」　

1991年に浜松市制80周年を記念してス
タートした「浜松国際ピアノコンクール」。
世界を目指すピアニストの研鑽の場とし
て3年ごとに開催される。今年は第11回
コンクールを11月12～29日に開催予定

ひとくちメモ
●ユネスコ創造都市ネットワーク
2004年創設のユネスコ（国際連合教育科学文化機関）の認証
制度。文学・映画・音楽・工芸・デザイン・メディアアート・食
文化の創造産業7分野から世界でも特色ある都市を認定す
るもの。認定された都市はその肩書を商業的にアピールで
き、他の認定都市や世界の文化団体と交流することができる。
浜松市は2014年に音楽分野で認定された。日本では浜松市
をはじめ、神戸市（デザイン）、名古屋市（デザイン）、金沢市

（工芸）、札幌市（メディアアート）、山形県鶴岡市（食文化）、
京都府丹波篠山市（工芸）など9都市が認定を受けている。

施設概要
●アクトシティ浜松
浜松市中区板屋町111-1　℡053-451-1111　www.actcity.jp

●浜松市楽器博物館
浜松市中区中央3-9-1　℡053-451-1128　www.gakkihaku.jp
開館時間：9：30～17：00
休館日：第2・4水曜日（祝日の場合は翌日、8月は無休）
観覧料：一般800円

●浜松市市民音楽ホール
（通称：サーラ音楽ホール／
2021年夏オープン予定）
浜松市北区新都田3-2
www.city.hamamatsu.
sh i zuoka . j p / bunka /
music-hall.html 「浜松市市民音楽ホール」の完成予想図
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設
「
森
林
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー（
愛
称
：

m
o
r
i
n
o
s
（
モ
リ
ノ
ス
））」
は

2
0
2
0
年
7
月
22
日
、
林
業
に
関
す
る
専

修
学
校
で
あ
る
「
岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ

デ
ミ
ー
」（
岐
阜
県
美
濃
市
内
）
内
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
モ
リ
ノ
ス
の
す
ぐ
隣
に
は

ア
カ
デ
ミ
ー
の
33 

ha
の
広
大
な
演
習
林
が
広

が
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ほ
ど
近
く
に
演
習

林
が
あ
る
林
業
関
連
の
学
校
は
日
本
で
も
こ

こ
だ
け
だ
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の

森
こ
そ
が
モ
リ
ノ
ス
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
り
、

こ
こ
を
ベ
ー
ス
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

モ
リ
ノ
ス
が
目
指
す
の
は
1
0
0
年
先
の

森
づ
く
り
を
見
据
え
、
森
林
に
対
し
て
責
任

あ
る
行
動
が
で
き
る
人
づ
く
り
で
す
。「
す
べ

て
の
人
と
森
を
つ
な
ぎ
、
森
と
暮
ら
す
楽
し

さ
や
森
林
文
化
の
豊
か
さ
を
次
世
代
に
つ
な

い
で
い
く
こ
と
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
森
で
遊

べ
る
場
所
や
森
林
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
、

人
と
森
を
つ
な
ぐ
指
導
者
の
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
建
物
は
建
築
家
・
隈 
研
吾
氏

（
東
京
大
学
名
誉
教
授
、
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ

ー
特
別
招
聘
教
授
）
の
意
匠
原
案
の
下
、
ア

カ
デ
ミ
ー
の
教
員
・
学
生
の
ア
イ
デ
ア
と
技

術
を
結
集
し
て
完
成
し
た
も
の
で
、
令
和
2

年
度
木
材
利
用
優
良
施
設
コ
ン
コ
ー
ル
に
お

い
て
林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

施
設
は
主
に
「
モ
リ
ノ
ス
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ

ス
」、「
モ
リ
ノ
ス
ひ
ろ
ば
」、
そ
し
て
「
森

森
が
楽
し
い
と
感
じ
ら
れ
る
場
所
を

提
供
し
続
け
ま
す
！

―
井
田 

琢
也
氏

（
モ
リ
ノ
ス
技
術
課
長
補
佐
兼
研
修
係
長
）

日
本
初
の
森
林
教
育
の
総
合
拠
点
施

林
（
ア
カ
デ
ミ
ー
の
演
習
林
）」
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
て
お
り
、
建
物
前
の
「
モ
リ
ノ
ス
ひ

ろ
ば
」
で
は
土
の
山
や
砂
利
、
石
、
木
材
と

い
っ
た
資
材
、
リ
ヤ
カ
ー
や
バ
ケ
ツ
、
ス
コ

ッ
プ
と
い
っ
た
道
具
を
自
由
に
使
っ
て
、
土

遊
び
や
穴
掘
り
、
木
工
工
作
、
焚
き
火
、
秘

密
基
地
づ
く
り
、
森
の
散
策
、
ど
ん
ぐ
り
拾

い
、
葉
っ
ぱ
遊
び
、
ロ
ー
プ
遊
び
な
ど
を
楽

し
め
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
大
人
も
楽
し
め
る

フ
ィ
ー
ル
ド
に
な
っ
て
お
り
、
パ
ン
窯
を
使

っ
た
パ
ン
作
り
や
火
お
こ
し
、
バ
ー
ド
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
、
薪
割
り
な
ど
の
レ
ン
タ
ル
セ
ッ

ト
（
無
料
）
も
あ
り
ま
す
。

森
林
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
充
実
し
て
い
る

の
も
モ
リ
ノ
ス
の
特
徴
の
一
つ
で
す
。
幼
稚

園
、
保
育
園
、
特
別
支
援
学
校
、
小
中
高
、

大
学
と
い
っ
た
教
育
機
関
向
け
に
「
森
の
空

間
を
活
か
し
た
」
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
で
提
供
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、

「
森
で
教
え
る
国
語
、
算
数
、
理
科
、
英
語
」

な
ど
の
授
業
を
行
う
研
修
を
教
育
機
関
と
連

携
し
て
進
め
て
い
ま
す
。
一
般
向
け
に
は
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
ラ
ン
、

子
ど
も
向
け
キ
ャ
ン
プ
、
マ
イ
ハ
ン
モ
ッ
ク

作
り
、
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
、
森
の
音
楽
教
室
、

星
空
ピ
ア
ノ
、
バ
タ
ー
ナ
イ
フ
作
り
、
鹿
革

ク
ラ
フ
ト
な
ど
森
と
つ
な
が
る
幅
広
い
ジ
ャ

ン
ル
の
入
口
が
開
か
れ
て
ま
す
。
ま
た
、
指

導
者
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
充
実
し
て
お
り
、

森
の
手
入
れ
の
他
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

アカデミーの演習林「森を歩くと、不思
議や発見がいっぱい」
幼児の森の学校プログラムの様子

自分で作ったハンモックに包まれると自
然と素敵な表情になる。森の中での至福
のひととき

写真提供：森林総合教育センター（morinos）

競走ではなく森や自分と一体化すること
が大切な「リラックス・ラン」

モリノスを中心としたアカデミーや演習
林の全景。演習林の広さは33ha、その
ほとんどがヒノキの植林地となっている

森林総合教育センター「m
モ リ ノ ス

orinos」が
森と人の未来をつくる

中部会企画②

濃尾平野の最北端、岐阜県美濃市にある県立森林文化アカデミーの敷地に2020年夏オープンし
た「森林総合教育センター（愛称：morinos（モリノス））」。その誕生のプロセスや設立にかける
思い、そして現在の取り組みについて、モリノスの井田 琢也技術課長補佐兼研修係長と、モリノ
スの発案者である萩原 ナバ 裕作森林文化アカデミー准教授にお話しいただきました。
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会
の
課
題
を
森
の
空
間
を
活
用
し
て
解
決
し

て
い
き
た
い
」「
み
ん
な
で
つ
く
る
持
続
可
能

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
空
間
）
を
つ
く
り
た
い
」

―
。
そ
ん
な
思
い
か
ら
モ
リ
ノ
ス
を
発
案

し
ま
し
た
。

も
と
も
と
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
森

林
環
境
教
育
と
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
専
門
と
し
、
特
に
「
森
と
人
を
つ
な
ぐ
」

「
自
由
な
学
び
」
と
い
う
活
動
に
焦
点
を
絞
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
森
の
入
り
口
」
と

な
る
よ
う
な
施
設
を
造
れ
な
い
か
と
模
索
し

て
い
た
時
に
、
ド
イ
ツ
・
シ
ュ
ト
ッ
ト
ガ
ル

ト
の
「
ハ
ウ
ス
・
デ
ス
・
ヴ
ァ
ル
デ
ス
（
森

の
家
）」
と
い
う
森
林
教
育
施
設
を
訪
問
す
る

機
会
が
あ
り
、「
こ
れ
こ
そ
が
私
た
ち
が
目
指

す
も
の
だ
」
と
感
銘
を
受
け
た
の
で
す
。「
実

験
場
」「
み
ん
な
で
つ
く
る
」「
混
ざ
り
合
う
」

「
学
び
合
う
」「
変
化
し
つ
づ
け
る
」
と
い
っ

や
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
と
い
っ
た
野
外
技
術
、
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
講
座
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
20
年
7
月
に
開
館
し
て

か
ら
こ
の
2
月
末
ま
で
に
モ
リ
ノ
ス
に
は

1
万
人
以
上
の
皆
さ
ん
が
来
場
し
て
く
れ
ま

し
た
。
今
ま
で
森
と
ほ
と
ん
ど
関
係
が
な
か

っ
た
方
に
も
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
魅
力
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
生
み
出
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
す
ご
い
」「
不
思
議
」
が
学
び
の
原
動
力

森
を
感
じ
て
楽
し
ん
で
ほ
し
い

―
萩
原 

ナ
バ 

裕
作
氏

（
岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
准
教
授
）

「
す
べ
て
の
人
と
森
を
つ
な
ぎ
た
い
」「
社

た
コ
ン
セ
プ
ト
が
次
々
と
湧
い
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
て
完
成
し
た
モ
リ
ノ
ス
の
建
物
に

は
、
日
本
の
森
林
文
化
や
岐
阜
県
が
誇
る
木

材
加
工
の
最
先
端
技
術
、
ア
カ
デ
ミ
ー
に
よ

る
20
年
間
の
蓄
積
（
環
境
、
技
術
、
人
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
）
と
い
っ
た
こ
だ
わ
り
を
随
所

に
詰
め
込
み
ま
し
た
。
ま
た
、
森
や
人
を
中

心
に
据
え
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
数
多
く
用
意
し
、

誰
も
が
森
林
を
通
し
て
学
べ
る
よ
う
な
〝
場
〞

づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
施
設
は
全
国
的
に
も
極
め
て

珍
し
い
と
思
う
の
で
、
中
部
地
方
に
お
出
か

け
の
際
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
「
森
」

を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
モ
リ
ノ
ス
に
ぜ

ひ
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
人
が
森
を
通
し
て
ハ
ッ
ピ

ー
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

萩原 ナバ 裕作アカデミー准教授。2007
年に環境教育の指導者養成のための教員
としてアカデミーに配属されるまでは、
奥多摩（東京都）でインタープリター、オ
ーストラリアでエコツアーガイドなどを
務めてきた

モリノスの建物は太い丸太がVの字で連続しているのが特徴。
ドイツ語の森を意味する「WALD」の頭文字「W」の字にも
見える。正面の柱にはアカデミー生が伐採したこの森の樹
齢106年のヒノキが使われた

センターハウスにある図書コーナー。絵
本や図鑑、森林教育関係図書などを自由
に閲覧できる

ひとくちメモ

最新の情報はじめmorinosのことを
もっと知りたい方はこちらをご覧ください

●インタープリター
自然公園や国立公園、エコツアーなどで自然
の大切さやおもしろさを参加者、ビジターに
伝える解説員。人と自然を結び付けるガイ
ドであるがゆえに、さまざまな自然環境に関
する知見が求められる。日本では1981年に
東京都が高尾ビジターセンターに初のイン
タープリターを配置。

●国内の森林率
国土面積に占める森林面積の割合を指し、人
工林は含まない。都道府県ごとの森林率では、
1位が森林率84％の高知県、2位は同81％の
岐阜県、3位は同79％の長野県（2017年3月発
表林野庁統計）。

●森林環境税
環境保護や市町村の森林活用、木材利用を促
すことなどを目的に、国税として2024年（令
和6年1月1日施行予定）から一人年額1000円
が賦課徴収される。税の規模は約600億円。
国税ではあるが市区町村が住民税とあわせ
て徴収する。その税収はいったん国庫に納
められ、全額が森林環境譲与税として都道府
県・市区町村に交付される。

施設概要
●森林総合教育センター（愛称：morinos（モリノス））
岐阜県美濃市曽代88番地
℡0575-35-3883　https://morinos.net
開館時間：10：00～16：00
休館日：火・水曜（休館日が祝日の場合、翌平日が休館
に）、年末年始
利用料：無料（プログラムによっては別途費用がかかることも）、
予約は不要
駐車場：無料

morinosHP morinosチャンネル

13 月刊税理士事務所CHANNEL



 

ミロク会計人会からのお知らせ

MJSからのお知らせ

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「A
C

E
LIN

K
 N

X
-P

ro

」
機
能
追
加
・
改
良
一
覧
を
更
新

シ
ス
テ
ム
開
発
委
員
会
で
は
、
単
位
会

ご
と
に
M
J
S
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
会

員
か
ら
の
要
望
や
意
見
を
収
集
し
、
シ

ス
テ
ム
改
善
に
つ
い
て
検
討
・
提
案
し

て
い
ま
す
。
改
善
提
案
が
反
映
さ
れ
た

「A
CELIN

K

 N
X
-Pro

」
の
機
能
追
加
・

改
良
一
覧
を
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
「
会
員
の
部
屋
」
に
掲
載
し
ま
し

た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
本
内

容
は
T
V
S
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧

で
き
ま
す
。

今
回
掲
載
さ
れ
た
機
能
の
一
部
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

●
会
計
大
将

経
済
産
業
省
が
公
表
し
て
い
る
ロ
ー
カ

ル
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
フ
ァ
イ
ル
を
出
力
で
き

る
よ
う
に
対
応
し
ま
し
た
。

●
法
人
税
申
告
書

外
国
子
会
社
合
算
税
制
、
外
国
税
額
控

除
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
使
用
す
る
別
表

の
表
示
お
よ
び
印
刷
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
別
表
6

（
5
の
2
）「
分
配
時
調
整
外
国

税
相
当
額
の
控
除
に
関
す
る
明

細
書
」
に
も
対
応
し
ま
し
た
。

●
財
産
評
価
明
細
書 

か
げ
地
計

算
オ
プ
シ
ョ
ン

『
税
理
士
事
務
所
C
H
A
N
N
E
L
』

で
は
、
よ
り
充
実
し
た
誌
面
づ
く
り
の
た

め
、
本
誌
を
ご
覧
に
な
ら
れ
た
皆
様
に
ア

ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

貴
重
な
時
間
を
割
い
て
い
た
だ
き
ア

ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
く
だ
さ
っ
た
方
に

御
礼
と
し
て
、
現
在
、Q
U
O
カ
ー
ド

2
0
0
0
円
分
を
抽
選
で
5
名
様
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
お
り
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
は
、
本
誌
に

同
封
さ
れ
て
い
る
用
紙
だ
け
で
は
な
く
、

W
e
b
か
ら
も
で
き
ま
す
。
ミ
ロ
ク
会
計

人
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
、
本
誌
紹
介
ペ

ー
ジ
か
ら
回
答
フ
ォ
ー
ム
に
ア
ク
セ
ス
で

き
、
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
と
一
部
本

誌
内
に
Q
R
コ
ー
ド
を
掲
出
し
て
い
ま
す

の
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
読
み
取
る

本
誌
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
い
た
だ
い
た
方
に

抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
送
り
し
ま
すこ

と
で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
も
企
画
案
の
要
望
を
い
た

だ
き
、
そ
れ
が
実
際
に
「
シ
リ
ー
ズ
企
画
」

で
特
集
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
り
、
既
存

の
コ
ー
ナ
ー
の
内
容
や
本
誌
の
デ
ザ
イ
ン

に
関
す
る
要
望
を
い
た
だ
き
、
読
み
や
す

い
誌
面
づ
く
り
に
反
映
さ
れ
た
り
と
、
皆

様
の
声
に
よ
り
本
誌
は
着
実
に
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
要
望

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
よ
り
身
近
で
、

よ
り
事
務
所
運
営
・
業
務
に
役
に
立
つ
誌

面
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ア
ン

ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力
を
ぜ
ひ
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

抽選で5名様にQUOカード
2000円分をプレゼント!当
選結果は発送をもってかえさ
せていただきます

本誌に同封されているこちら
のアンケート用紙からお答え
いただくか、QRコードを読
み込んでお答えください

W208 x H295 mm

※下記へのご記入は任意です。

――― ご入力いただく情報について ―――
ご入力いただくアンケート情報ならびにお客様の個人情報は、「税理士事務所CHANNEL」の誌面の充実、プレゼント発送への対応の他、当社の事業運営の基礎資料として使用
させていただきます。当社では、記入していただいた情報を当社個人情報保護方針に則り適切に管理し、お客様の承諾なく第三者に開示・提供することはありません。

ご回答者お名前（フリガナ）

ご住所〒

お電話　　　　　　（　　　　）　　　　　　　　　　　　　FAX　　　　　　（　　　　）

貴事務所名

5
2021

May

いつも本誌をお読みいただき、ありがとうございます。
より充実した誌面づくりのため、

以下アンケートにご協力くださいますようお願い致します。

ミロク情報サービス 経営企画・広報IRグループ 行アンケート用紙送信先

QRコードで
アクセスいただき
WEBからも
回答できます！

アンケートにお答えいただいた
方の中から抽選で5名の方に
QUOカード2000円分をプレ
ゼントいたします！

【4】本誌の内容はどのような面に役立っていますか。（複数選択可）

□自所の経営　　□日々の実務　　□役立つ情報の収集　　□顧問先への情報提供　　□職員教育
□単純に読み物として楽しんでいる　　□その他 

【2】今号のシリーズ企画についての感想をお聞かせください。
（今回のテーマ：コロナ禍における M＆A の現状と円滑な事業承継に向けて）

非常に興味を持った 興味を持った 普通 あまり興味を
持たなかった

興味がなく
読まなかった

【3】今後のシリーズ企画に対するご要望を以下にお答えください。（複数選択可）

□事務所経営に役立つテーマ　　□日々の実務に役立つテーマ　　□顧問先への情報提供に役立つテーマ
□国の施策や経済の動向などマクロなテーマ　　□その他

【5】本誌に関するご意見、ご要望があればお書きください。（任意です）
      

【1】今号を読んで印象に残った記事等はございましたか。（複数選択可）
該当する記事の□に印をおつけください。

□（1）表紙 新緑の安城産業文化公園デンパーク（写真タイトル）
□（2）シリーズ企画／コロナ禍における M＆A の現状と円滑な事業承継に向けて
□（3）事務所訪問／森会計事務所
□（4）会計事務所・顧問先向け MJS ソリューションの紹介
□（5）中部会企画①／「音楽の都」として音楽文化を創造する浜松市の軌跡と魅力
□（6）中部会企画②／森林総合教育センター「morinos」が森と人の未来をつくる
□（7）ミロク会計人会からのお知らせ &MJS からのお知らせ
□（8）ミロクシステム Q&A
□（9）リレーエッセイ

追加機能一覧の閲覧方法

右上「会員の部屋」を
クリック

IDとパスワードを入力して
「ログイン」をクリック

左から3番目
「会員向け情報」をクリック

左サイドメニュー
「ACELINK機能追加・
改良一覧」をクリック

TOPページ

ログインページ

会員の部屋

会員の部屋

か
げ
地
割
合
の
算
出
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。
ス
キ
ャ
ナ
で
読
み
込
ん
だ
画
像
を

利
用
し
て
、
画
像
上
で
測
定
対
象
地
を
指

定
し
路
線
情
報
を
入
力
す
る
こ
と
で
、
想

定
整
形
地
を
自
動
表
示
し
、
か
げ
地
割
合

を
算
出
し
ま
す
。

●
相
続
税
申
告
書

試
算
レ
ポ
ー
ト
で
「
財
産
の
種
類
別
一

覧
表
」
の
印
刷
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
負
担
税
率
表
に
「
実
効
税
率
表
」

を
追
加
し
ま
し
た
。

●
給
与
計
算
／
納
付
書
作
成

所
得
税
納
付
書
・
国
税
納
付
書
の
白
紙

で
の
印
刷
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

●
電
子
申
告

国
税
及
び
地
方
税
に
送
信
済
み
の
申
告

デ
ー
タ
に
対
し
て
、
別
表
や
添
付
資
料
等

を
追
加
提
出
で
き
る
「
追
加
送
信
」
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
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岐阜県岐阜市　岡本 実穂
中部ミロク会計人会

た
80
点
の
テ
ス
ト
用
紙
を
「
学
校

で
真
剣
に
勉
強
す
れ
ば
1
0
0

点
取
れ
る
ど
。
塾
に
も
私
立
に
も

行
か
せ
ら
れ
ん
ぞ
」
と
破
り
捨
て

る
父
。

い
つ
も
怒
ら
れ
て
ば
か
り
の
中

で
、
鮮
明
に
残
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

「
お
前
は
背
も
鼻
も
低
い
か
し
れ

ん
が
、
根
性
は
誰
に
も
負
け
る

な
。
山
椒
は
小
粒
で
も
ピ
リ
リ
と

辛
い
ん
じ
ゃ
」

な
ん
だ
か
奇
妙
な
言
葉
で
し
た

が
、
と
て
も
嬉
し
く
感
じ
ま
し

た
。
今
で
も
「
山
椒
は
ピ
リ
リ
な

ん
じ
ゃ
」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ

て
い
ま
す
。
深
い
意
味
が
あ
る
や

ら
な
ん
や
ら
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

不
思
議
と
力
が
湧
い
て
き
ま
す
。

今
想
う
と
、
父
の
言
動
は
、

「
自
分
自
身
に
言
い
聞
か
せ
て
歩

ん
で
き
た
心
持
ち
」
で
あ
り
、
そ

し
て
「
男
女
の
区
別
も
見
た
目
に

も
拘
ら
ず
、
自
分
自
身
で
生
き
る

力
を
付
け
る
こ
と
」
を
厳
し
い
な

が
ら
も
教
え
て
く
れ
て
い
た
と
解

釈
し
て
い
ま
す
。

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
、
家
庭
内
で

の
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
だ
か

ら
こ
そ
、
お
互
い
に
優
し
い
思
い

や
り
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
す
。

一
方
で
、
私
は
、
人
生
の
中
で

培
っ
て
き
た
厳
し
く
力
強
い
言
葉

を
も
っ
と
聞
き
た
い
と
思
い
、
頑

固
者
で
厳
し
か
っ
た
父
を
今
に

な
っ
て
頼
も
し
く
懐
か
し
く
想
う

の
で
す
。
も
し
今
生
き
て
い
た

ら
、
何
を
言
う
の
で
し
ょ
う
か
。

想
像
す
る
だ
け
で
楽
し
く
な
り
ま

す
。1

日
も
早
い
終
息
を
願
い
つ

つ
…

父
は
、
昭
和
8
年
に
「
福
岡
県

嘉
穂
郡
稲
築
村
大
字
漆
生
三
井
山

野
鉱
業
所
第
壱
杭
」
で
生
ま
れ
ま

し
た
。
名
前
の
通
り
の
炭
鉱
町
で

す
。
6
歳
の
時
に
父
親
を
亡
く

し
、
母
親
と
8
人
の
兄
弟
姉
妹
の

暮
ら
し
の
中
、
炭
鉱
で
働
い
て
い

ま
し
た
。
そ
の
炭
鉱
は
閉
鎖
さ

れ
、
大
分
出
身
の
私
の
母
と
結
婚

後
は
岐
阜
へ
移
住
、
私
は
岐
阜
市

で
生
ま
れ
育
ち
、
現
在
も
夫
と
岐

阜
市
で
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。

父
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
福
岡
を

辿
っ
て
み
た
い
と
思
い
な
が
ら

も
、
ゆ
っ
く
り
話
も
聞
け
ず
、
平

成
最
後
の
年
に
旅
立
ち
ま
し
た
。

い
つ
か
、
父
の
戸
籍
と
断
片
的
に

残
っ
て
い
る
父
と
の
会
話
を
頼
り

に
、
炭
鉱
跡
地
、
楽
し
み
に
通
っ

て
い
た
と
い
う
演
芸
場
や
映
画
館

の
跡
地
を
旅
し
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

と
て
も
厳
し
か
っ
た
父
（
全
て

九
州
弁
）
で
す
。
少
食
の
私
に
対

し
「
朝
ご
は
ん
食
わ
ん
な
ら
学
校

行
か
ん
で
い
い
」
と
茶
碗
を
庭
に

投
げ
捨
て
る
父
。
自
慢
し
て
見
せ
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「父へ　今想うこと」

昭和45年1月、九州（大分）に帰った際の一枚。珍しい笑
顔の父と私です
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